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クローズアップ：笑顔、はじめました

   にしごう祭り

カ
バ
ー
フ
ォ
ト

　「
に
し
ご
う
祭
り
」
で
の
笑
顔
。

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
お
祭
り

に
な
り
ま
し
た
。
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▶ 学生スポーツ
リオよりアツい夏がきた

　

７
月
30
日
、
わ
た
し
達
の

村
に
新
し
い
お
祭
り
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

気
温
30
度
を
越
え
る
強
い

日
差
し
の
中
、「
に
し
ご
う

祭
り
」
は
小
田
倉
小
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
幕
を
明
け

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
多
彩

な
ゲ
ス
ト
演
者
に
よ
る
ラ
イ

ブ
や
シ
ョ
ー
で
、
約
１
８
，

０
０
０
人
も
の
来
場
者
を
笑

顔
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
郷
村
農
青
連
な

ど
が
ベ
ー
コ
ン
、
焼
き
と
う

も
ろ
こ
し
、
や
き
と
り
な
ど

を
販
売
し
、
お
い
し
い
西
郷

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。　

はじめました

暑
い
夏
を

　
　
も
っ
と
熱
く

- 02クローズアップ

▶ にしごう祭り開催
笑顔、はじめました

▶ 三本槍の故事の再現

笑顔、
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小
学
校
の
運
動
会
の
リ

レ
ー
の
選
手
に
な
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
悔
し

さ
か
ら
陸
上
を
始
め
ま
し
た
。

　

走
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

　

練
習
・
大
会
会
場
に
い
つ

も
き
て
応
援
し
て
く
れ
る
祖

父
、
祖
母
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

県
大
会
で
は
、
10
秒
台

を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た

が
１
本
も
出
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
り

あ
え
ず
標
準
記
録
を
切
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

幅
跳
び
を
や
っ
て
い
る
時

間
は
い
つ
で
も
楽
し
い
で
す

が
、
一
番
楽
し
い
の
は
、
大

会
に
出
て
良
い
跳
躍
が
で
き

記
録
が
出
た
時
で
す
。

　

県
大
会
で
は
悔
し
い
結
果

　

選
手
の
が
ん
ば
り
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
保
護
者
の
み

な
さ
ん
の
支
え
、
村
か
ら
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
の

結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
西
一
中
で
は
『
SST
』

と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
（

運
動
）、

ス
タ
デ
ィ
ー
（

勉
強
）、
タ
イ
ム

（

時
間
）

と
い
う
意
味
で
、
年

間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

午
後
の
10
分
間
の
掃
除
の
時

間
を
利
用
し
て
、
交
代
制
で

運
動
か
勉
強
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
１
、２
年
生
は
新

人
戦
や
秋
季
大
会
に
向
け
て

ス
ポ
ー
ツ
を
、
３
年
生
は
受

験
に
向
け
て
勉
強
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
が
、
陸
上
ば
か
り
で
な
く

校
内
の
他
の
面
か
ら
も
成
果

が
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

リオよりアツい
がきた 

走
る
こ
と
が
好
き
だ

す
。

　

東
北
大
会
で
は
、
予
選
、
決

勝
と
も
、
ぜ
ひ
自
分
の
走
り
を

し
て
、
10
秒
台
を
出
し
て
優
勝

し
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
、
予

選
、
準
決
勝
、
決
勝
の
３
本
す

べ
て
に
10
秒
台
を
だ
し
、
決
勝

で
通
用
す
る
走
り
を

し
ま
す
。

　

先
輩
に
誘
わ
れ
て
、

初
め
て
跳
ん
だ
と
き
に

楽
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

ポ
ー
ル
を
利
用
し
て
上

バ
ー
を
越
え
た
と
き
に

　
　
見
え
る
景
色
が
楽
し
い

に
上
が
り
、
バ
ー
を
越
え
た

と
き
に
見
え
る
景
色
が
楽
し

い
で
す
。

　

県
大
会
で
４
ｍ
跳
べ
た
の

も
、
先
生
や
父
兄
の
み
な
さ

ん
が
一
生
懸
命
練
習
会
に
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
た
結
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

い
つ
も
隣
で
頑
張
っ
て
い
た

仲
間
み
ん
な
で
取
っ
た
メ
ダ

ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
、
４
ｍ
30
㎝
な
の

で
、
東
北
大
会
、
全
国
大
会

で
も
絶
対
跳
ん
で
、
卒
業
後

の
高
校
生
活
に
つ
な
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

姉
が
幅
跳
び
を
楽
し

そ
う
に
や
っ
て
い
た
の

を
見
て
い
て
、
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
い

跳
ん
で
い
る
と
き
は

　
　
い
つ
で
も
楽
し
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
東
北
大
会
で
は

　

８
月
５
日
、
南
米
初
と
な

る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
た
。

　

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

遠
い
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
の
裏
側

で
も
、
熱
く
若
い
力
が
、
静

か
に
、
そ
の
燃
え
る
想
い
を

沸
き
立
た
せ
て
い
る
。

　

西
郷
村
は
、
古
く
か
ら
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
体
育

振
興
に
厚
く
、
優
秀
な
成
績

を
残
し
て
き
た
。

　

今
年
は
さ
ら
に
、
陸
上
競

技
や
空
手
な
ど
多
種
目
に
お

い
て
、
日
頃
の
修
練
が
実
を

結
ん
だ
。

　

よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、

よ
り
強
く
。
彼
ら
の
熱
さ
が
、

リ
オ
以
上
の
熱
風
を
起
こ
す
。

西郷一中 陸上部
小山田 彩美さん

種目：走幅跳

西郷一中 陸上部
秋山 優希さん
種目：100m

西郷一中 陸上部
大倉 一輝さん
種目：棒高跳

西一中陸上部
小出 義則監督

す
。

夏

自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
、
表

彰
台
に
上
り
た
い
で
す
。

　

全
中
の
標
準
記
録
が
５
ｍ

45
㎝
な
の
で
、
標
準
記
録
以

上
を
出
せ
ば
表
彰
台
に
上
が

れ
る
の
で
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。
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こ
の
夏
の
主
役
は

わ
た
し
た
ち
だ
。

村
内
の
各
小
学
校
、
中
学
校
の
ほ
か
、

村
出
身
の
高
校
生
も
各
校
で

熱
い
夏
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
道
県
小
学
生
陸
上

競
技
交
流
大
会

文
部
科
学
大
臣
杯
小
中
学
生

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

●
硬
式
テ
ニ
ス

　

今
野　

剛た
け
る瑠　
　
（

安
積
高
校
１
年
）

　

大
沼　

陽は
る
な菜

（

日
大
東
北
高
校
１
年
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

菅
野　

雅
也　
　
（

田
村
高
校
３
年
）

　

渡
辺　

俊
樹　
　
（

田
村
高
校
３
年
）

　

遠
藤　

あ
い
み（
学
校
法
人
石
川
高
校
２
年
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

●
柔
道

　

熊
田　

海か
い
せ
い星　
　
（

田
村
高
校
３
年
）

●
弓
道

　

大
石　

江こ
う　
　
　
（

白
河
高
校
２
年
）

　

佐
藤　

樹た
つ
き　
　
　
（

白
河
高
校
２
年
）

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

川
野　

健け
ん　
　
（

福
島
南
高
校
３
年
）

●
陸
上

▼
１
，
５
０
０
ｍ

　

三
科　

文あ
や　
　
　
　
（

熊
倉
小
６
年
）

　

会
田　

瑠る

あ愛　
　
　
（

熊
倉
小
６
年
）

●
空
手

▼
型
の
部

　

佐
藤　

大
輔　
　

   

（
小
田
倉
小
５
年
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
団
体

　

西
郷
第
一
中
学
校

▼
男
子
個
人

　

鈴
木　

拓た
く
み弥　
　
　
（

西
一
中
３
年
）

　

工
藤　

英え
い
て
つ鉄　
　
　
（

西
一
中
３
年
）

　

久
我　

知と
も
き輝　

　
　
（

西
一
中
３
年
）

　

北
野　

敦あ
つ
き貴　

　
　
（

西
一
中
２
年
）

▼
女
子
個
人

　

角
田　

夏か

ほ歩　
　
　
（

西
二
中
３
年
）

　

宗
像　

海し
い
な花　
　
　
（

西
二
中
３
年
）

東
北
中
学
校
体
育
大
会

●
柔
道

▼
55 

kg 

級　

　

小
板
橋　

翔
太　
　
（

西
一
中
２
年
）

▼
60 
kg 
級

　

荒
井　

晧こ
う
た太　
　
　
（

西
一
中
３
年
）

▼
90 

kg 

超
級

　

菊
池　

凛　
　
　

    
（

西
一
中
３
年
）

　

小
林　

亮
太　
　
　
（

西
一
中
２
年
）

●
陸
上

▼
100
ｍ

　

秋
山　

優
希　
　
　
（

西
一
中
３
年
）

▼
棒
高
跳

　

大
倉　

一
輝　
　
　
（

西
一
中
３
年
）

▼
走
幅
跳

　

小
山
田　

彩あ

み美　
　
（

西
一
中
３
年
）

　

空
手
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

「

型
」

１
つ
で
も
、
選
手
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
見
え
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
支
部

と
交
流
し
て
、
巧
い
選
手

の
「

型
」

を
見
る
こ
と
で
、

そ
の
良
い
と
こ
ろ
を
真
似

て
、
吸
収
し
て
上
手
く
な
っ

石陽館 門下生
佐藤 大輔さん

　

目
標
は
優
勝
。
た
だ
、
そ

れ
よ
り
も
、
自
己
ベ
ス
ト
の

４
分
53
秒
を
更
新
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
い
で
す
。

　

主
将
を
務
め
る
熊
倉
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習

と
、
１
，
５
０
０
ｍ
の
練
習

を
並
行
し
て
行
っ
て
き
た
の

で
、
と
て
も
き
つ
か
っ
た
け

れ
ど
、
今
で
は
そ
れ
が
自
信

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

仲
間

　

同
種
目
に
出
場
す
る
文

ち
ゃ
ん
と
の
差
を
、
少
し
で

も
縮
め
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
負
け

た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
の

大
会
で
一
度
も
勝
っ
た
こ
と

が
無
い
の
で
、
ま
ず
は
つ
い

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
も
そ
う
で
す

ラ
イ
バ
ル

目
標

支
え
て
く
れ
る
人
に

　
　
感
謝
し
な
が
ら
走
る

あ
き
ら
め
ず
に
続
け
れ
ば

　
　
い
つ
か
結
果
に
繋
が
る

ふ
た
り
は
、

　

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

に
、
支
え
励
ま
し
て
く

れ
た
仲
間
や
後
輩
に
感

謝
し
な
が
ら
走
り
ま
す
。

が
、
あ
き
ら
め
ず
に
続

け
る
こ
と
で
、
い
つ
か

必
ず
結
果
が
出
る
と
信

じ
て
い
る
の
で
、
楽
し

み
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

熊倉小 陸上部
三科 文さん

種目：1,500m

熊倉小 陸上部
会田 瑠愛さん
種目：1,500m

空
手
が
大
好
き
だ
か
ら

　
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

特集：リオよりアツい夏がきた

て
い
く
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

　

空
手
は
、
な
ん
と
な
く
「

恐

い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
人
の

個
性
を
出
せ
る
お
も
し
ろ
い

競
技
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
、

　
大
輔
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に

空
手
を
始
め
て
か
ら
の
変
化

を
伺
う
と
、「
集
中
力
」

と
「

感

謝
の
気
持
ち
」

を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
仲
間

が
増
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
空
手
が
大
好
き
だ

か
ら
、
ず
っ
と
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ 全国大会等に出場する選手へ激励金を交付

▲ 東北中学校体育大会出場選手の激励会

大
会
で
の
活
躍
に
よ
り
、
Ｕ
18
日

本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
科
さ
ん
、
会
田
さ
ん
が
ワ
ン
ツ
ー

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

秋
山
さ
ん
、
大
倉
さ
ん
が
全
国
標

準
記
録
を
突
破
し
、
全
国
大
会
へ
。

角
田
さ
ん
・
宗
像
さ
ん
ペ
ア
が
５

位
入
賞
で
全
国
大
会
へ
。
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▲ 建設業組合の皆さんと村職員

　スナッグゴルフの全国大会「第 14 回 JGTO
カップ」が７月 16 日、村内のグランディ那須
白河ゴルフクラブで開かれました。
　予選を勝ち抜いた、北海道から沖縄まで 16
都道県 28 小学校 154 選手が出場し、当村か
らは開催地枠として熊倉、小田倉、米、川谷
の 4 校が招待されプレーしました。
　プレー後には、大会のバックアップとして
かけつけたプロゴルファーとの交流もあり、
記念撮影やゲームを楽しみました。
　今年から 3 年間、全国大会が福島県で開催
されるので当村も盛り上げましょう。

スナッグゴルフ全国大会を迎えて　　

▲ 全国の強豪に負けじと村代表チームもがんばりました！

Topics 話  題

　狙いを定めて　～アーチェリー教室～

　今年も「新甲子国道 289 号除草作業」が 7 月 20 日、
西郷村建設業組合主催で行われ、組合員の皆さんと村職
員の約 60 名が参加しました。参加者は、座頭ころばし展

美しい展望を守るため　　

　生涯学習課主催のアーチェリー教室が、6 月 18 日～ 7 月 9 日
にかけて、川谷地区の白河高原フィールドアーチェリーレンジで
開催されました。福島県アーチェリー協会の鈴木満会長と武田栄

▲ 集中して指導を受ける参加者

氏を講師に招き、小学生 5
名、 大 人 2 名 の 計 7 名 の
参加者がアーチェリーの基
礎を教わりました。
　参加者たちは、講師の指
導のもと一生懸命練習し、
最終的には離れたところか
らでも風船を割ることがで
きるようになりました。

望台から高清水除雪車庫付近
までの除草作業とごみ拾いを
行い、甲子の美しい展望をい
つでもたくさんの方に楽しん
でいただけるよう、美化に努
めました。
　きれいになった甲子高原が、
多くの観光客の訪れを待って
います。▲ 除草作業をする参加者

日頃の修練の成果を　～消防操法大会～　　

　7 月 24 日、熊倉小学校校庭で行われた「第
34 回西郷村消防操法大会」で、出場した各班の
消防団員が素晴らしい操法を披露しました。
　各班は大会までの早朝や夕方に、規律やタイ
ム、そして操法の技術向上に努め、この日を迎
えました。
　審査の結果、ポンプ車の部「第 1 分団第 3 班（下
羽太）」、小型ポンプの部「第 7 分団第 3 班（大平）」
が栄えある優勝を果たしました。

▲ 白河支部大会 小型ポンプの部 第 3 位の第 7 分団第 3 班

西郷村消防操法大会

　村消防操法大会で優勝した「第 1 分団第 3 班（ポ
ンプ車の部）」、「第 7 分団第 3 班（小型ポンプの
部）」が、7 月 31 日、白河東風の台運動公園で
行われた「県消防操法白河支部大会」に、村代
表として出場しました。
　支部大会までの 1 週間は、白河消防署西郷分
署の協力の下、支部代表を目指して更なる修練
を重ねました。
　ポンプ車の部では前回大会と同様、白河市消
防団に次ぐ準優勝、小型ポンプの部では、3 位
入賞という結果となりました。
　選手の皆さん、5 月からの長期にわたる練習
お疲れさまでした。そして、選手を支えてくだ
さったご家族や地域の皆さま、ご協力ありがと
うございました。

県消防操法白河支部大会

▲ 白河支部大会 ポンプ車の部 準優勝の第 1 分団第 3 班

　第 69 回県総合体育大会グラウンド・ゴル
フ競技（主催：福島県体育協会・福島県教
育委員会）が、7 月 26 日に村民野球場で行
われ、県内から約 500 名のゴルファーが参
加し、熱い戦いを繰り広げました。
　男子は郡山、女子は三春の選手が優勝を
飾りましたが、西郷村からは特別賞となる

「フレンドシップ賞」を川名幸さんが受賞さ
れました。
　グラウンド・ゴルフは、健康と潤いのあ
る生活のため、生涯スポーツとして楽しま
れています。あなたも始めてみませんか？

グラウンド・ゴルフ 県総合体育大会　　

▲ プレーを楽しむ参加者
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Topics 話  題

　プロ選手の技術と集中力に歓声沸く

▲ 優勝者の時松選手を囲むボランティアスタッフ

　7 月 21 日～ 24 日にグランディ那須白河ゴル
フクラブで、「ダンロップ・スリクソン福島オー
プン」が開催されました。
　今年で 3 回目を迎える本大会は、梅雨空が続
いた前半から一転し、最
終日は快晴の夏空の下で
プロ選手の素晴らしいプ
レーが見られました。
　 並 み 居 る 強 豪 を 下 し、
優 勝 を 勝 ち 取 っ た の は、
時松隆光選手でした。お
めでとうございます！

　「リトミック」、知っていますか？
　「音楽と動き」を融合した教育スタイルで、楽しく
音楽と触れ合いながら、音楽能力はもちろん、身体的・
感覚的・知的などの面から、子どもが持つ様々な能力
を引き出してくれる教育法として注目されています。

音に合わせてカラダを動かそう♪　　

▲ ニシゴーヌを囲む参加者

　この「リトミック」を取り入れた読み聞かせイベン
トが、8 月 9 日に玉木尚子先生を講師に招き、村文化
センターで行われました。
　参加した子どもたちは、小さい子もお母さんの膝の
上や手を引かれながら、とても楽しそうでした。また、
リズムに誘われたニシゴーヌも参加し、子どもたちと
一緒に楽しんでいました。

　熊倉ミニバスケ東北大会へ　　
　東北電力旗第 29 回東北ミニバスケット
ボール大会福島県予選会を優勝で飾った熊倉
ミニバスケットボールスポーツ少年団に、本
選出場に向け、8 月 4 日、激励金交付式が行

▲ 東北大会に向け気合十分な選手の皆さん

われました。
　交付式では、主将を務
める三科文さんが代表し
て、村長から激励金を受
け取り（写真左）、村長・
教育長に、大会での健闘
を誓いました。

　楽しい夏も安全運転を　～目の覚める運動～
　西郷村交通対策協議会が、8 月 9
日、国道 4 号白河検問所で街頭活
動「目の覚める運動～夏のレジャー
期における居眠り、飲酒運転などに
よる事故防止の呼びかけ～」を行い
ました。
　参加した白河地区交通安全協会西
郷支部、西郷村交通安全母の会、西
郷村交通教育専門員、白河警察署の
皆さんが、啓発チラシを配布しなが
ら、ドライバーに安全運転を呼びか
けました。

▲ 安全祈願した小ダルマや梅干しなどを配る村長、交通安全母の会の皆さん

　MGC エレクトロテクノ株式会社新白河
工場（常務取締役工場長：岩田恵一氏）が、
7 月 28 日県赤十字血液センターで行われ
た「第 52 回献血運動推進全国大会」で厚
生労働大臣感謝状を受賞しました。
　この感謝状は、献血の推進に積極的に
協力し、他の模範と認められる団体に贈
られるものです。当工場は、工場設立以
来 23 年にわたり献血活動を行っている業
績が認められての受賞となり、8 月 10 日
には村役場において伝達式が行われまし
た。

　献血への協力を讃えて　　

▲ 感謝状を手にする岩田工場長と村長

　英霊の碑 参拝　　
　終戦記念日の 8 月 15 日、火打山
公園（熊倉）の英霊の碑御前で、村
遺族会による「英霊の碑参拝」が行
われ、約 30 名の関係者が参列しま
した。
　参列者は、全国戦没者追悼式に合
わせて黙とうを捧げた後、ご焼香を
して戦没者 228 柱の冥福を祈りま
した。
　山下榮光遺族会会長は式辞で、「小
鳥のさえずりが戦没者の御霊の冥福
を祈っている」と詩を詠まれました。

▲ 英霊の碑に焼香をする関係者 ▲ 式辞を述べる山下榮光遺族会会長
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　8月はお祭りがたくさん。保育園、幼稚園では、待ちに待った夕涼み会がありました。
子どもたちは、色とりどりのかわいい浴衣や甚平姿で、お祭りを楽しんでいました♪
　7月 23 日に村内小学校の親子による「親子食育料理教室」（左下）が行われ、参加し
た 15 組が夏野菜を使ったメニューを作り、みんなで美味しくいただきました

Photo News!

村立西郷幼稚園

みずほ保育園

まきば保育園

川谷保育園

親子食育料理教室
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意
見
書
の
提
出

　
請
願
・
陳
情
の
採
択
に
伴
い
、

西
郷
村
議
会
は
、
下
記
の
意
見
書

を
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
す
。

▽
「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以

下
学
級
の
前
進
」
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▽
「
給
食
費
の
無
償
化
」
を
も

円
）
を
平
成
28
年
度
へ
繰
越
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

▽
報
告
第
3
号
　

平
成
27
年
度
西
郷
村
公
営
企
業

会
計
予
算
の
繰
越
額
使
用
計
画

の
報
告
に
つ
い
て
（
受
理
）

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
第
3

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
西
郷
村
水
道
事
業
会
計
予
算

の
繰
越
額
（
配
水
管
布
設
工
事

二
千
四
百
九
十
五
万
六
千
円
）
の

使
用
に
関
す
る
計
画
を
報
告
し
た
。

▽
報
告
第
4
号
　

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
経
営

状
況
報
告
に
つ
い
て
（
受
理
）

　
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
理

事
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
た
め
、

地
方
自
治
法
第

243
条
の
3
第
2

項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
し
た
。

▽
報
告
第
1
号
　

平
成
27
年
度
西
郷
村
繰
越
明
許
費
に
係

る
繰
越
計
算
報
告
に
つ
い
て
（
受
理
）

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第

146

条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
西
郷
村
一
般
会

計
事
業
費
（
12
事
業
：
総
額

百
八
十
一
億
五
千
九
百
四
十
八
万
八
千
円
）

を
平
成
28
年
度
へ
繰
越
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

【
主
な
事
業
】

○
放
射
性
物
質
除
染
対
策
事
業

百
七
十
四
億
七
千
三
百
九
十
三
万
千
円

○
村
民
プ
ー
ル
建
設
事
業

四
億
五
千
九
百
十
八
万
千
円

○
白
河
布
引
山
演
習
場
周
辺
道

路
改
修
事
業
（
道
路
橋
梁
費
・

川
谷
由
井
ケ
原
線
）

二
千
七
百
五
十
万
円

○
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
（
道
路
橋
梁
費
）

三
千
四
百
二
十
四
万
六
千
円

▽
報
告
第
2
号
　

平
成
27
年
度
西
郷
村
事
故
繰
越
し
に
係

る
繰
越
計
算
報
告
に
つ
い
て
（
受
理
）

　
地
方
自
治
法
施
行
令
第

150
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
西
郷
村
一
般
会
計
事
業
費
（
地

域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設

整
備
交
付
金
事
業
八
百
四
万
六
千

▽
議
案
第
44
号（
専
決
第
2
号
）

西
郷
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
議
案
第
45
号（
専
決
第
3
号
）

西
郷
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
議
案
第
46
号（
専
決
第
4
号
）

西
郷
村
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お

け
る
村
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
承
認
）

　
議
案
第
44
号
、
第
45
号
、
第

46
号
は
、
上
位
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
関
連
す
る
村
条
例
を

改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
地
方
自
治
法
第
179
条
第
1

項
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分

を
し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を

求
め
た
。

▽
議
案
第
47
号
　

西
郷
村
個
人
番
号
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
原
案
可
決
）

　

村
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情

報
に
つ
い
て
、
利
用
範
囲
の
見

直
し
を
図
る
た
め
の
、
所
要
の

改
正
。

▽
議
案
第
48
号
　

平
成
28
年
度
西
郷
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）（
原
案
可
決
）

▽
議
案
第
49
号
　

平
成
28
年
度
西
郷
村
墓
地
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）（
原
案

可
決
）

▽
議
案
第
50
号
　

平
成
28
年
度
西
郷
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
原
案
可
決
）

▽
議
案
第
51
号
　

平
成
28
年
度
西
郷
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）（
原
案
可
決
）

　
議
案
第
48
号
の
か
ら
第
51
号

の
平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、下
記「
表
」の
と
お
り
。

▽
議
案
第
52
号
　

西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　
椎
名
勝
衛
氏
（
真
船
字
離
山
）

が
、平
成
28
年
6
月
30
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
が
、
再
度

委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
た
。

　　

※
7/1
村
長
室
で
行
わ
れ
た

　
　
「
辞
令
交
付
式
」（
写
真
下
）

　平成 28 年第 2回定例会は、6月 10 日から 7月 21 日までの 42 日間の会期で行われました。
平成 28 年度一般会計及び特別会計補正予算など、村長提出議案 9議案全てが原案可決（内、
専決処分の承認 3件、固定資産評価審査委員会委員の同意 1件）されました。
平成 27 年度繰越計算報告 3件、白河地方土地開発公社経営状況報告 1件が受理され、人権擁
護委員候補者推薦の諮問は適任とされました。
　また、議員提出議案は 7件が審議され、全て原案可決されました。
　なお、議案名と議決結果及び内容等については、次のとおりです。

村
長
提
出
議
案

と
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▽
国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て

「
高
校
無
償
化
」
を
復
活
し
、

給
付
制
奨
学
金
の
確
立
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▽
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学

金
創
設
」
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

（
提
出
先
） 

　

衆
議
院
議
長
・ 

参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

　

財
務
大
臣
・
総
務
大
臣

▽
「
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基

準
」
策
定
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

（
提
出
先
）  　

文
部
科
学
大
臣

▽
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援

等
事
業
交
付
金
」
に
よ
る
十
分

な
就
学
支
援
を
要
請
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
先
） 

　

復
興
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

　

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣

　▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
先
） 

　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長 ▲副村長から椎名氏に辞令書の交付

議
員
提
出
議
案
等

▲ 桜田委員長の
　 あいさつ

福
島
県
議
会

　
特
別
委
員
会
県
内
調
査▶ 調査先の代表

　 あいさつを行う村長

村議会報告                                 第 2 回定例会

　

県
内
の
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
施
策
の
強
化
に
取

り
組
む
た
め
、
昨
年
12
月
に

県
議
会
内
に
設
置
さ
れ
た
人

口
問
題
対
策
特
別
委
員
会

（
桜
田
葉
子
委
員
長
）
委
員

ら
15
名
が
、
8
月
3
日
に
人

口
増
加
率
県
内
第
一
位
（
平

成
27
年
国
勢
調
査
速
報
値
）

の
当
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
田

中
企
画
財
政
課
長
が
村
の
地

方
創
生
総
合
戦
略
等
を
説
明

し
、
そ
の
後
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
問
題
の
対
応
策
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会 計 補 正 額 総 額
一 般 会 計 153,600 12,807,600

墓 地 特 別 会 計 943 102,039
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 117,747 2,099,992
農業集落排水事業特別会計 9,670 198,190

一般会計・特別会計歳入歳出補正予算【6 月】（単位：千円）

【主なもの（増額のみ）】

　　24,380

　  　1,539

　　16,096

　　21,943
　
　　16,100
　
　　21,947
　　14,729
　　50,000

①地方創生加速化交付金  （国）
②地域創生総合支援事業  （県）
　　（サポート事業市町村枠）補助金
③臨時福祉給付金給付補助金
　　（事業費及び事務費）（国）
④障がい遺族年金臨時福祉給付
　　補助金（事業費及び事務費）（国）

①臨時福祉給付金給付事業費
②障がい遺族年金臨時福祉給付金
　　給付事業費
③地方創生加速化交付金事業
④小規模道水路整備事業（村単独）

（歳入）

（歳出）　

▽
諮
問
第
1
号
　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
（
適
任
）

　
和
知
七
郎
氏（
柏
野
字
腰
蒔
）

が
、
平
成
28
年
9
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
が
、

再
度
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見

を
求
め
適
任
と
さ
れ
た
。

※ 全戸配布の上記記事「報告第 3 号」に、記載の誤りがありました。
　　誤： 配水管布設工事 二百四十九億五千六百万円
　　正： 配水管布設工事 二千四百九十五万六千円
　 訂正のうえ、お詫び申し上げます（本 WEB 版は訂正済みです）。

訂
正
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放射能対策 支えて守ろう　こころといのち

　平成 28 年 6 月 30 日～ 7 月 28 日までに行った農産物等に含まれる放射性物質検査の結果をお知らせし
ます。検査件数は計 142 件で 5 件から放射性セシウムが検出されました。うち非破壊式放射能測定装置に
よる検査件数は 17 件で、2 件から検出がありました。
　期間中は、野菜の検査依頼が 82 件あり、検出されたものはありませんでした。なお、放射性セシウム
が基準値を超えて検出された農産物等については、防災行政無線で放送しております。

農産物等放射性物質検査結果

種別 農産物等

野菜

葉菜類 しそ、バジル
根菜類 かぶ、玉ねぎ、にんじん

果菜類 キュウリ、ゴーヤ、ズッキーニ、とうもろこ
し、トマト、ミニトマト、ナス、ピーマン

その他 いんげん、オクラ、ニラ
果物（果実） プラム

水 井戸水

【放射性セシウムが検出されなかった農産物等】
地区 種別 農産物 件数 最小値 最大値

小田倉 果物（果実）うめ 1 - 67
ブルーベリー 1 - 16

その他 どくだみ 1 - 20
真船 山菜・きのこ類 たけのこ 1 - 22
熊倉 山菜・きのこ類 うわばみ草（みずな） 1 - 73

（単位：ベクレル / kg）

【1件以上放射性セシウムが検出された農産物等】

■ 問い合わせ　放射能対策課 ☎ 33-5011

採水日 判明日 放射性物質 検査結果
7 月 4 日 7 月 8 日 放射性ヨウ素 131

放射性セシウム 134・137 検出限界値未満7 月 19 日 7 月 22 日

※水道水中の放射性物質に係る基準値（10Bq/kg 未満）水道水の放射性物質検査結果：福島県食品衛生課発表

■ 問い合わせ　　上下水道課 ☎ 25-2962

　まもなく、きのこ狩りシーズンを迎えます。これまで村で実施した、村内産きのこの放射線量検査結果（下
表）によると、依然として放射性セシウムが検出される割合が非常に高く、検出量も食品衛生法で定める
基準値の 100Bq/kg を超える傾向にあります。また、検出される量が多いことから、国と県から出荷制限
を受けております。摂取される前には、放射線量検査を受けることをお勧めします。
　村で実施している放射線量検査は「破壊式検査」に加え、検査後に食品を持ち帰りできる「非破壊式検査」
の 2 種類があります。各検査の詳細は広報にしごう 8 月号をご覧ください。

きのこ類の放射線量検査をお勧めします

種別 年度 検査数
（件）

検出数（件） 検出量（Bq/kg）

計 うち基準値超 最小値 最大値 平均値

しいたけ
（菌床・原木）

24 63 63 54 31 1,473 404
25 29 29 27 66 772 305
26 9 9 8 75 844 365
27 6 6 5 77 437 260
28 2 2 2 185 216 201

その他の
菌床・原木

きのこ

24 13 11 9 25 616 244
25 13 12 8 14 797 220
26 1 1 0 ‐ 17 17
27 1 0 0 ‐ ‐ ‐

野生きのこ

24 59 53 38 17 3,600 475
25 27 21 14 9 1,531 261
26 15 13 6 12 875 252
27 16 15 11 20 2,446 667

【きのこ類の検査結果】

※食品衛生法で定める、きのこ（一般食品）の放射性セシウム基準値　100Bq/kg
※平成 28 年度は 7 月末までの結果です

支えて守ろう
こころといのち

～9月10日から 16 日は「自殺予防週間」～

　

こ
の
豊
か
な
日
本
で
も
、

自
殺
者
数
は
い
ま
だ
高
止
ま

り
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
殺
は
本
人
の
意
思
な
の

で
他
人
に
は
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
周
り
の
人
の
心
配
り

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き

る
の
で
す
。

　

大
切
な
命
を
み
ん
な
で
支

え
て
守
り
、
自
殺
者
の
な
い

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

適
切
な
相
談
者
や
機

関
へ
つ
な
ぎ
つ
つ
、
継

続
的
に

支
援
を

続
け
ま

し
ょ
う
。

つ
な
ぐ

　

相
手
の
話
を
じ
っ
く

り
聴
き
、
共
感
し
ま
す
。

助
言
や

結
論
を

急
い
で

は
い
け

ま
せ
ん
。

聴
く

打
ち
明
け
て
く
れ
た
こ

と
に
謝
意
を
示
し
、
抱

え
て
き

た
苦
労

を
ね
ぎ

ら
い
ま

し
ょ
う
。

ね
ぎ
ら
う

あ
な
た
の
ち
か
ら
で

　
救
え
る
い
の
ち
が
あ
る

　

打
ち
明
け
ら
れ
た
と
き
は

ゆ
っ
く
り
話
を
聴
く
。

　

自
殺
に
傾
い
て
い
る
人
の

多
く
は
、
困
難
や
苦
痛
か
ら

逃
れ
た
い
だ
け
で
、「
死
に
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
人
に
出
会
っ
た

り
気
づ
い
た
り
し
た
ら
、
ま

ず
は
話
を
聴
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

知
っ
て
ほ
し
い

　
　
　
　
は
じ
め
の
１
歩

7
6
5
4
3
2
1
0 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

  西郷村 ( 人 )    国 ( 人 )  
　

国
の
自
殺
者
数
の
推
移
（
左

図
）
を
見
る
と
、
平
成
21
年

を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
総
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
年
間
２
５
，

０
０
０
人
を
超
え
る
方
が
、

困
難
や
苦
痛
に
耐
え
き
れ
ず
、

尊
い
命
を
自
ら
絶
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と

り
が
ほ
ん
の
少
し
ま
わ
り
を

見
回
し
、
変
化
に
気
付
き
、

声
を
か
け
る
こ
と
で
、
何
か

が
変
わ
り
、
救
わ
れ
る
人
が

い
ま
す
。
苦
し
む
人
が
一
人

で
も
減
り
、
笑
顔
で
過
ご
せ

る
人
が
増
え
る
よ
う
、
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

西郷村
総　数
男　性
女　性

●
西
郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　

月
～
金
曜
日

　
（
土
日
祝
祭
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　

☎
０
２
４
８
―
２
５
―
１
１
１
５

●
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

月
～
金
曜
日

　
（
土
日
祝
祭
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　

※
月
１
回
、
予
約
制
で
こ

　

こ
ろ
の
健
康
相
談
も
開
催

　

☎
０
２
４
８
―
２
２
―
５
６
４
９

●
福
島
県
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー

　

火
～
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

　

☎
０
２
４
―
５
４
６
―
０
０
０
６

悩
み
が
あ
る
と
き
は

　
　
　
相
談
し
ま
し
ょ
う

日
時
：
９
月
14
日
㈬

　
　
　

10
時
～
11
時

場
所
：
イ
オ
ン
白
河
西
郷
店

自
殺
予
防

　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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出
張
！
移
住
カ
フ
ェ

　
　
　
ラ
ク
ラ
ス 

in 

東
京

　
福
島
県
県
南
地
方
に
移
住
し

た
女
性
「
ふ
く
タ
ー
ン
女
子
」

と
の
交
流
会
を
東
京
で
開
催
し

ま
す
。
県
南
地
方
へ
の
U
タ
ー

ン
希
望
者
は
ど
な
た
で
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
９
月
30
日
㈮

　
　
　
19
時
～
20
時
30
分

　
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
東
京
交
通
会
館
８
階
）

　
20
名

　
無
料

　
ラ
ク
ラ
ス
し
ら
か
わ

　
２
９
―
８
５
９
５

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
　
補
助
制
度
の
ご
案
内

　
あ
な
た
の
家
に
も
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

西
郷
村
及
び
福
島
県
で
は
、
県

暮
ら
し

内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方
を
対
象

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

●
補
助
金
額

　
１
kw
当
た
り
４
万
円

　
（
上
限
４
kw
ま
で
）

●
申
請
受
付
期
間

　
平
成
28
年
４
月
11
日
～
２
月
28
日

　
福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー

　
０
２
４
―
５
２
６
―
０
０
７
０

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
悩

み
を
持
つ
方
や
、
そ
の
よ
う
な

方
を
支
援
す
る
方
を
対
象
に

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
10
月
21
日
㈮

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
45
分

　
講
話
「
体
験
談
」

　
家
族
交
流
会

　
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
大
会
議
室

　
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
２
２
―
５
６
４
９

無
戸
籍
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
等
で
お
困
り
の
方

は
、
法
務
局
や
村
の
戸
籍
担
当

窓
口
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
　
談

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
新
規
認
定
試
験

及
び
講
習
会
の
お
知
ら
せ

●
受
付
期
間

　
平
成
28
年
７
月
25
日
㈪
～

　
　
　
８
月
31
日
㈬

●
試
験

　
平
成
28
年
11
月
６
日
㈰

　
日
本
大
学
工
学
部

●
受
験
講
習
会

　
平
成
28
年
10
月
３
日
㈪

　
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海

※
講
習
会
の
受
講
は
任
意
で
す

※
受
験
資
格
等
、
詳
し
く
は
問

　
い
合
わ
せ
先
ま
で

　
上
下
水
道
課

　
２
５
―
２
９
１
２

　
福
島
県
下
水
道
公
社

　
０
２
４
５
―
２
４
―
３
５
１
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
区
分

試
　
験国 民 健 康 保 険 税（３期）

介 護 保 険 料（３期）
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（２期）

  今月の納税・納付
9 月 30 日㈮までに口座入金、
　　　　　　納付をお願いします。

9 / 30
calendar

㈮

場
所

日
付

定
員

費
用問☎

問☎

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
お
困
り

の
方
を
ご
存
知
の
方
も
、
御
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
採
る

こ
と
が
最
善
な
の
か
、
皆
様
の

事
情
を
お
伺
い
し
て
、
法
務
局

又
は
お
住
ま
い
の
村
の
戸
籍
担

当
者
が
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え

ま
す（
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
）。

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

　
２
２
―
１
２
０
１

　
住
民
生
活
課

　
２
５
―
１
１
１
４

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

　
　
　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
全

国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
と
し
て
、
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
9
月
5
日
～
９
月
11
日

　
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
９
４

労
使
困
り
ご
と
相
談
窓
口

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

問☎ 場
所

日
付

内
容

☎窓
口☎窓

口☎ 日
付問

つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　
相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電

話
で
の
相
談
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
４

　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
６

　

roudousoudan@

　
　
　

pref.fukushim
a.lg.jp

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

　
法
律
に
つ
い
て
国
民
に
広
く

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
10
月
１
日
を
「
法
の

日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、

「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、「
法

の
日
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
事
前
予
約

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
10
月
１
日
㈯

　
　
　
　
13
時
～
16
時

　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　
２
２
―
３
５
１
２

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

　
10
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。

　
遺
産
相
続
や
任
意
後
見
契
約

の
ほ
か
、
各
種
の
契
約
の
問
題

☎問Mail Fax

は
、
後
々
に
も
め
事
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き

遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め

を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
権
利
や

財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
白
河
公
証
役
場

　
２
３
―
２
２
０
３

☎問

場
所

日
付☎

場
所
日
付

　
後
期
Ⅱ

●
試
験
種
類

　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
試
験
日

　
平
成
28
年
11
月
12
日
㈯

●
試
験
会
場

　
福
島
工
業
高
等
学
校

　
白
河
実
業
高
等
学
校

●
願
書
受
付
期
間

　
▽
書
面
申
請

　
　
平
成
28
年
９
月
14
日
㈬
～

　
　
　
　
9
月
23
日
㈮

　
▽
電
子
申
請

　
　
平
成
28
年
9
月
11
日
㈰
～

　
　
　
　
9
月
20
日
㈫

●
合
格
発
表
予
定
日

　
平
成
28
年
12
月
1
日
㈭
頃

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

　
研
究
セ
ン
タ
ー
福
島
県
支
部

　
０
２
４
―
５
２
４
―
１
４
７
４

☎問☎問 場
所
日
付

☎ 問

  第 3 回西郷村読書活動推進フォーラム

　村の読書活動推進を目的として、読書活動推
進フォーラムを開催します。読書に関心と理解
を深めると共に、進んで読書する意欲を高め、
心豊かな生活と読書環境の充実を図ります。
　親子一緒に心豊かな時間を過ごしませんか？

日　時：平成 28 年 10 月 8 日㈯　10 時～
場　所：村文化センター　大研修室
入場料：無料
内　容：開会式　　10 時～ 10 時 20 分
　　　　第 1 部　　10 時 20 分～ 11 時 50 分
　　　　▶ 講演会「親子で楽しむおはなしの世界」
　　　　第 2 部　　13 時 30 分～ 15 時 45 分
　　　　▶ 映画「じんじん」上映会 ● 問い合わせ：生涯学習課　☎ 25-2371

「絵本の里」として知ら
れる北海道上川郡剣淵町
を舞台に、人の優しさや
親子の絆を描いたハート
フル・ドラマ。

第 2 部
映画「じんじん」

第 1 部
講演会「親子で楽しむおはなしの世界」

絵本やわらべうた、手遊びなどを交えて、楽
しいおはなしをしていただきます。

講師：藤田 浩子氏（幼児教育専門家）

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大

学
校
学
生
募
集

防
衛
大
学
校

●
受
付
期
間

　
▽
推
薦
試
験

　
　
平
成
28
年
9
月
5
日
～
９
月
８
日

　
▽
総
合
選
抜

　
　
平
成
28
年
9
月
５
日
～
９
月
８
日

　
▽
一
般
前
期

　
　
平
成
28
年
9
月
５
日
～
９
月
８
日

　
▽
一
般
後
期

　
　
平
成
29
年
1
月
21
日
～
1
月
27
日

●
試
験
期
日

　
▽
推
薦
試
験

　
　
平
成
28
年
9
月
24
日
～
９
月
25
日

　
▽
総
合
選
抜

　
　
平
成
28
年
9
月
24
日

　
▽
一
般
前
期

　
　
平
成
28
年
11
月
５
日
～
11
月
6
日

　
▽
一
般
後
期

　
　
平
成
29
年
2
月
18
日

●
試
験
会
場

　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

●
応
募
資
格

　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
以
上

　
の
21
歳
未
満
男
女

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

●
受
付
期
間

　
平
成
28
年
9
月
5
日
～
９
月
30
日

●
試
験
期
日

　
平
成
28
年
10
月
29
日
～
10
月
30
日

●
試
験
会
場

　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

●
応
募
資
格

　
21
歳
未
満
の
男
女

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科
学
生

●
受
付
期
間

　
平
成
28
年
9
月
5
日
～
９
月
30
日

●
試
験
期
日

　
平
成
28
年
10
月
15
日

●
試
験
会
場

　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

●
応
募
資
格

　
21
歳
未
満
の
男
女

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
２
４
―
０
３
７
２

☎ 問

☎
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月日 診療科目 医療機関名 所在地 ☎（0248）

4 日
㈰

小児科 関医院 白河市 ☎ 23-3003
内科・外科 鈴木ホームクリニック 白河市 ☎ 31-8181

歯科 永山歯科医院 白河市 ☎ 27-1646

11 日
㈰

小児科 樋口小児クリニック 矢吹町 ☎ 42-2040
内科・外科 千葉医院 白河市 ☎ 24-2080

歯科 はやし歯科医院 白河市 ☎ 24-1818

18 日
㈰

小児科 みうら小児クリニック 白河市 ☎ 28-1001
内科・外科 つかはら内科クリニック 白河市 ☎ 24-1011

歯科 早坂歯科医院 白河市 ☎ 24-6480

19 日
㈪

小児科 わたなべ子どもクリニック 白河市 ☎ 21-2166
内科・外科 南湖こころのクリニック 白河市 ☎ 23-4401

歯科 芳賀医院歯科室 西郷村 ☎ 25-2862

22 日
㈭

小児科 ねもとキッズクリニック 白河市 ☎ 21-5623
内科・外科 ニューロクリニック 西郷村 ☎ 24-4111

歯科 古市歯科クリニック 中島村 ☎ 52-2894

25 日
㈰

小児科 岡﨑小児科内科医院 白河市 ☎ 23-7811
内科・外科 野村貫成堂クリニック 白河市 ☎ 23-3071

歯科 ほづみ歯科医院 白河市 ☎ 22-7211

９月の 休日のお医者さん
診療時間 9:00 ～ 17:00

 ● 村内の休日診療所 いわしなクリニック　☎ 48-1234
       【診  療  日】4 日・11 日・18 日・25 日
       【診療時間】8:30 ～ 12:30

【平日】健康推進課　☎ 25-1115　　【休日】西郷村役場　☎ 25-1111

広
報

掲載広告
募集中 !!

村が作成する「広報にしごう」への掲載広
告を募集します。村の広報紙に掲載する
広告としてふさわしい内容に限ります。
詳細は、下記にお問い合わせください。
 ●広告の掲載料（掲載 1 回につき）
1 段（この枠の 2 倍）･･12,000 円              
1/2 段（この枠と同じ）･･6,000 円
 　■問合せ　　総務課広報統計係

高齢者が住みやすい村をつくる

● 問い合わせ：健康推進課　☎ 25-3910

　村では、65 歳以上の高齢者が自分の住み
慣れた地域で安心安全に暮らし続けられるよ
うに、介護保険法に規定する介護サービス、
並びに高齢者福祉を増進することを目的とし
て、「西郷村高齢者福祉トータルサポートセ
ンター」を設置しています。

　現在、身分証明書を持った西郷村高齢者福
祉トータルサポートセンターのスタッフが調
査員として各家庭を訪問し、「高齢者等の実
態把握調査」を行っております。
　調査では、ご本人の健康状態や家庭の状況、
困ったことなどを聞き取りますが、個人情報
の取扱いを適正に行っておりますので、ご協
力をお願いいたします。

「西郷村高齢者福祉トータルサポート
センター」が高齢者を見守ります。

西郷村高齢者福祉トータルサポートセンターは、村内を 3 地区 ( 北部・中部・南部 ) に区分し、
村内事業所と協定を締結しています。

北部トータルサポートセンター
事業所：社会福祉法人コスモ福祉会「星の郷みらい」
電　話：0248-21-8257
住　所：西郷村大字米字中山前 157

中部トータルサポートセンター
事業所：西郷村社会福祉協議会
電　話：0248-48-0180
住　所：西郷村大字小田倉字上川向 76-1

南部トータルサポートセンター
事業所：ワンランド西郷居宅支援事業所
電　話：0248-48-0688
住　所：西郷村大字小田倉字大平 1-181

北部
中部

南部

● 対象者
平成 28 年 1 月 1 日時点で西郷村の住民基本台
帳に記録されている方で、平成 28 年度の住民
税が課税されていない方（非課税者）。
なお、非課税者である方の扶養者が課税されて
いる場合、また生活保護制度の被保護者の場合
は対象外。
● 支給額
1 人につき 3,000 円

　消費税率引き上げによる影響の緩和、賃金引上げの恩恵が及びにくい年金受給者の方を支援する
ことを目的として、給付金が支給されます。

平成 28 年度　臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金

臨時福祉給付金

障害・遺族年金受給者向け給付金
● 対象者
上記「臨時福祉給付金」の支給対象者のうち、
障害基礎年金・遺族基礎年金等の平成 28 年 5
月分を受給した者。
ただし、高齢者向け給付金の受給者は除きます。
● 支給額
1 人につき 30,000 円

● 支給時期
平成 28 年 10 月以降
● 申請期間
平成 28 年 9 月 12 日㈪ ～ 平成 29 年 2 月 28 日㈫
● 申請方法
9 月 12 日付で、対象者と思われる方に申請書
を送付しますので、必要事項を記入の上、同封
の返信用封筒でご返送ください。
● 申請先
福祉課「臨時福祉給付金」窓口
☎ 0248-25-1509

■よくあるご質問
Q. 住民税が課税されているか分かりません。
A. 給与明細や年金の受給明細に、「住民税」が
　記載されている方は課税者です。
　不明な場合は、税務課（☎ 25-1113）へお問
　い合わせください。

調
　
査

平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月

20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
生
活
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
統
計
法
（
国
の

統
計
に
関
す
る
基
本
的
な
法

律
）
に
基
づ
き
実
施
す
る
、
国

の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
状
況
の
把
握
な
ど
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
、
調
査
員
が
伺
い
、
調
査

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。

　
皆
様
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答

い
た
だ
く
た
め
、
紙
の
調
査
票

で
の
回
答
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
福
島
県
統
計
課
生
活
統
計
担
当

　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
４
５

　

toukei_seikatsu@

　
　
　

pref.fukushim
a.lg.jp

☎問Mail



　わが村の社長さんに聞く！第40 回 わが村の社長さんに聞く！Ｑ
小
さ
い
頃
の
夢
は
？

Ａ
昭
和
21
年
の
戦
後
生
ま
れ
で

す
か
ら
、
夢
を
抱
く
と
か
家
族
で

レ
ジ
ャ
ー
を
し
た
り
す
る
と
か
の

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

両
親
が
共
働
き
で
し
た
か
ら
、
家

族
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
も
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学

の
時
部
活
の
帰
り
に
寄
り
道
し
な

が
ら
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
通
る
と
、
灯
り
が
つ
い
て
い

て
和
や
か
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て

く
る
家
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
と
て

も
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
自
分
が

い
ま
し
た
ね
。

　
小
さ
い
時
は
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機

な
ど
を
無
心
で
作
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
今
の
自
分
に

つ
な
が
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
操
業
場
所
に
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ
将
来
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え

た
の
は
大
学
受
験
の
時
で
す
ね
。

受
験
に
失
敗
し
浪
人
し
て
い
る

時
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
物
を
作
る
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぼ
う
と
決
意
し
、

東
京
の
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
で

3
年
間
勉
強
を
し
ま
し
た
。
卒

業
し
て
4
年
間
は
東
京
で
デ
ザ

イ
ン
の
下
請
け
会
社
で
働
き
、

そ
の
後
地
元
に
も
ど
り
、
県
内

の
広
告
会
社
に
今
ま
で
手
掛
け

た
作
品
を
見
せ
た
と
こ
ろ
大
変

気
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
初
任

給
2
万
8
千
円
の
時
代
、
私
は

設
計
・
デ
ザ
イ
ン
部
に
6
万
円

で
雇
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
白
河
市
の
自
宅
で

開
業
し
、
昭
和
60
年
に
こ
の
場

所
に
工
場
を
作
り
ま
し
た
。
鉄

骨
と
屋
根
屋
さ
ん
以
外
は
ほ
と

ん
ど
自
分
で
手
が
け
て
い
ま
す
。

根
本
的
に
自
分
で
考
え
て
作
る

の
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

Ｑ
日
頃
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
仕
事
が
嫌
だ
な
と
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
な
い
で
す
。
で
す

か
ら
若
い
時
は
が
む
し
ゃ
ら
に

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
が
、

胃
を
全
摘
し
て
か
ら
は
、
朝
7

時
く
ら
い
に
こ
こ
に
き
て
夜
8

時
ま
で
に
は
帰
宅
し
食
事
に
も

気
を
付
け
て
い
ま
す
。
最
近
、

医
療
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
が

郵
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
付
け

る
時
期
が
来
た
の
だ
と
・
・
。

た
だ
好
き
な
こ
と
は
自
由
に
や

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

は
幸
せ
な
人
間
で
す
ね
。

Ｑ
趣
味
は
？

Ａ
絵
画
で
す
ね
。
絵
画
と
一
言

で
言
っ
て
も
広
い
で
す
よ
。
使

う
素
材
で
呼
び
方
も
違
っ
て
き

ま
す
し
表
現
の
仕
方
も
ど
ん
ど

ん
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に
始
め
た
自
転

車
は
、
日
曜
日
の
朝
仕
事
を
し

よ
う
と
こ
こ
に
き
ま
す
が
、
天

気
が
良
い
と
出
か
け
た
く
な
り
、

『
今
日
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
』

と
か
考
え
る
の
が
楽
し
い
ん
で

す
よ
ね
。
ま
た
、
最
近
あ
る
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
音
楽
や

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
の
芸

術
性
に
共
感
を
覚
え
目
が
離
せ

な
く
な
り
、
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
ら
か
自

分
の
作
品
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
不
思
議
で
す
ね
。
息
子
た

ち
は
笑
い
な
が
ら
応
援
し
て
く

れ
て
い
ま
す
よ
。

Ｑ
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
？

Ａ
ま
ず
自
分
で
や
っ
て
み
る
。

ス
タ
ー
ト
を
す
る
。
そ
れ
か
ら

考
え
る
こ
と
で
す
。
考
え
て
か

ら
や
る
の
で
は
な
く
、
失
敗
を

恐
れ
ず
、
趣
味
も
仕
事
も
ま
ず

は
や
っ
て
み
て
欲
し
い
で
す
。

○所 在 地：米字西原８４－１０
　　℡＆ fax：0248-48-1266
○事業内容 : 屋外広告代理店、
　　　　　　　　　看板 ・ 標識製
☆ 『何気なく 1 日が過ぎ　何とは　
　　なしに 1 年が経ち　自然の流れ
　　に逆らわず　一生が終われたら
　　幸せ　あんまりがんばったりすると
    その分 幕がおりるのが早くなりそ
　　うだから ここらでちょっと深呼吸』 
~教職で忙しい人生を送った母が、
メモ書きで残してあったこの言葉が
私は大好きで大切にしています ~
　　　　　　　　　　　　　    （鈴木）

　 

有限会社アダップ
 
  
鈴木 富雄  氏 
代表取締役

　
☆
今
月
よ
り
、
村
内
の
文
芸
サ
ー

　
　
ク
ル
の
方
々
の
句
会
で
詠
ま
れ

　
　
た
作
品
を
掲
載
し
ま
す
！
☆

に
し
ご
う
の
文
芸

　
　【
西
郷
村
仰
歩
句
会
】

芋
の
露
風
に

　

吹
か
れ
て
し
ま
い
け
り

　
　
　
　
　
　

  

青
木
千
代
子

梅
雨
寒
や

　

名
札
曲
が
り
し
Ｉ
Ｃ
Ｕ

　
　
　
　
　
　

  

須
藤　

幸
子

鯨
尺

　
復
活
さ
せ
し
方
七
夕
に
逝
き

　
　
　
　
　
　

  

渡
部
も
と
子

朝
露
や

　
白
き
チ
ャ
ペ
ル
は
凛
と
し
て

　
　
　
　
　
　

  

広
田
富
美
江

　
　

　
　【
西
郷
文
芸
ク
ラ
ブ
】

黄
色
帽

　

ラ
ン
ド
セ
ル
行
く
通
学
路

　
　
　
　
　
　

   

黒
須　

一
郎

放
映
の

    

政
見
ど
れ
も
希
望
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
水
ヒ
ロ
子

老
猫
に

　

つ
ら
れ
て
我
の
大
欠
伸

　
　
　
　
　
　

  

菊
地   

芳
枝

お
隣
も

　

ス
マ
ホ
操
り
無
言
旅

　
　
　
　
　

 　

 

高
木　

    

勇

　
《
今
月
の
川
柳
》

図書室だより 新着図書図書室だより
☆ 9月のイベント
　　9 月 15 日㈭
　　　　18：30～ 19：30
　　十五夜おはなし会

偕成社
オイレ夫人の深夜画廊

見知らぬ街にある 「深夜画廊」
という名の書店。
そこは、 夜専門の古本屋。 そし
て２階は画廊になっていて…

斉藤洋：著
森田みちよ：画家 

児童書

学研プラス
はじめてのおとうさんは
　　　　　ウルトラマン

かいじゅうにはつよいけど、 わが
こにはめっぽうよわいおとうさんで
あった。
がんばれ！！おとうさん！！

みやにしたつや：さく ・ え

絵本

鎌倉で文具店を営みながら、 代筆
も請け負う主人公。
手紙の内容や相手によってさまざまな
手法で気持ちを伝えてくれるのです。

体験の風をおこそう運動
　三本槍岳は当村で最も高い山です。生涯学習課では、この三本槍岳を舞台に「会津藩、白河藩、黒羽藩
の３藩が領地を確認するため、定期的に集まって山頂に槍を立てた」と云われている故事を再現する交流
事業を行っています。
　今年も西郷村、下郷町、那須町の生徒会役員が、それぞれの登山口から 1,917 ｍの山頂を目指し登山し
ました。山頂では、３地域の代表生徒が槍を合わせて交流を誓いました。また、今年はそれぞれの学校紹
介なども行い交流を深めていました。

ツバキ文具店

小川糸：著　

一般書

幻冬舎☆ 9月の読み聞かせ会
　　9 月 27 日㈫　10：30 ～
☆ 9月の休館日
　　5 日㈪ ・ 12 日㈪
　　20 日㈫ ・ 26 日㈪

23　H28.  9.  1 広報にしごう No.549　　22



日 月 火 水 木 金 土
1
第 10 回市町村対抗
軟式野球大会壮行会

（19:00 文化センター）

2 3
少年少女合唱クラブ

（9:30 文化センター）

4 5 6
敬老会

（10:00 ホ テ ル サ ン
ルート白河）

7
川谷保育園「リンゴ
農園見学」

（9:00 白河市東）

8
村長さんのわくわく授業

（16:00 那須甲子青
少年自然の家）

9
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活支援センター）

10
運動会

（8:45 まきば保育園）

11
西郷軽トラ市

（14:00 保健福祉センター
駐車場）

12
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）
行政相談所

（13:30 文化センター）

13
6 ～ 7 ヵ月児健康相談

（9:30 保健福祉センター）

14
誕生会

（9:30 川谷保育園）

15
12 ～ 13 カ月児健康相談

（9:30 保健福祉センター）
十五夜おはなし会

（18:30 文化センター）

16 17
ふるさと西郷講座
健康ウォーキング

（8:00 太陽の国厚生センター）
運動会

（9:00 村立西郷幼稚園）

18
運動会

（8:30 みずほ保育園）

19敬老の日
原中神社神輿行事

（9:00 原中～上野原）

20 21
避難訓練

（9:40 みずほ保育園）
西郷村民生児童委員協議会定例会

（13:30 高齢者生活支援センター）

22秋分の日
村民登山大会

（6:15 磐梯山）

23
まきば保育園「プール遊び」

（10:00 ちゃぽランド西郷）

24
少年少女合唱クラブ

（9:30 文化センター）

25 26
村立西郷幼稚園「プール遊び」

（10:00 ちゃぽランド西郷）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）
心配ごと特別相談会

（13:10 高齢者生活支援センター）

27
英語で遊ぼう

（10:00 まきば保育園）
誕生会

（10:15 みずほ保育園）
読み聞かせ会

（10:30 文化センター）

28
サッカー教室

（10:00 みずほ保育園）
英語であそぼう ABC

（10:00 村立西郷幼稚園）
赤ちゃんとママのふれあいひろば

（10:00 保健福祉センター）
歯科クリニック

（13:00 幼児 ,13:45 ６歳児 保健福祉センター）

29
交通教室・交流学習会

（村立西郷幼稚園・米小学校）
（10:00 米小学校）

キッズビート体操教室
（10:00 みずほ保育園）

30
防犯訓練

（10:15 みずほ保育園）

　人口と世帯数（8 月 1 日現在）
              　     人口 20,074 人（前月比 +4）男 10,092 人（-3）女 9,982 人（+7）世帯数 7,951 戸（-1）

2016 年 9 月
September行事
レカ ンダー

●今月の顔────
　　4 ヵ月児健康診査に来ていた（8/17）
　　　　　　　笑顔輝く子どもたちです。
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　※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

※行事日程等が変更になる場合もありますので、
    ご了承ください。

平成 28 年熊本地震 支援の輪が広がっています。
特集記事でお伝えした「にしごう祭り」のイベントの１つ

である「新鮮野菜の詰め放題」では、熊本地震において
被害を受けられた被災者を支援するための義援金とし
て、その参加費の一部を寄附させていただきました。
義援金は、日本赤十字社福島県支部を通して熊本の

支援へと繋がります。 ▲ 実行委員長から分区長である
　 佐藤村長へ手渡しました


